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７．生産販売・経営成果表（１０ａ当たり、１頭（1000羽）当たり）

［生産販売］ 金額：円
項目

番号

1 販売量 A 600 510 600 240

2 市場単価 B 230 55 43 161

3 単位 kg ｋｇ ｋｇ kg

4 主産物　　　　　 C：A＊B 138,013 28,050 25,720 38,613

5 補填金等 D 0 66,810 70,440 76,440

6 副産物・作業受託料等 E 0 0 0 0

7 計 F：C＋D+E 138,013 94,860 96,160 115,053

8 （販売経費差引） G：F-R 132,071 90,372 90,880 109,917

9 手取単価 G／A 220 177 151 458

10 種苗費 2,160 3,680 3,584 3,575

11 肥料費 12,590 16,882 12,990 10,129

12 素畜・種付費 0

13 飼料費 0

14 農業薬剤・診療衛生費 9,396 6,939 3,492 9,467

15 動力光熱費 716 1,953 2,068 1,253

16 諸材料費 ・敷料費 4,054 567 2,184 856

17 小農具費・作業衣料費 300 31 31 300

18 賃借料・料金 21,900 11,730 13,800 5,136

19 物件税 ・公課諸負担 1,890 1,322 709 649

20 保険共済費 1,923 837 900 800

21 土地改良・水利費 4,550 4,550 4,550 4,550

22 修繕費 4,614 3,643 3,549 3,803

23 減価償却費(法定耐用年数15年以下は50%償却済) H 12,516 10,157 9,932 10,585

24 生産管理費 625 625 625 625

25 物財費計 77,235 62,917 58,414 51,729

26 労働費 I 18,375 7,125 7,200 7,650

27 費用計 J 95,610 70,042 65,614 59,379

28 副産物価額差引生産費 K:J-E 95,610 70,042 65,614 59,379

29 支払利子 L 979 817 801 844

30 支払地代 M 5,000 5,000 5,000 5,000

31 N:K+L+M 101,589 75,859 71,415 65,223

32 自己資本利子 O 831 599 557 488

33 自作地地代 P 0 0 0 0

34 Q:N+O+P 102,420 76,458 71,972 65,711

35 選果出荷経費

36 運賃

37 手数料

38 計 R 5,943 4,488 5,280 5,136

39 2,625 2,625 2,625 2,625

40 9,891 7,532 7,307 7,960

41 　大動物

42 オペレーター賃金 S：T＊1,500円 18,375 7,125 7,200 7,650

43 補助作業員賃金 S：U＊1,250円 0 0 0 0

44 　労働費計 I 18,375 7,125 7,200 7,650

45 　オペレーター労働時間 T 14 5 5 5

46 　補助作業員労働時間 U 0 0

47 　労働時間計 V 14 5 5 5

48 W：N－S+R+E 89,157 73,222 69,495 62,709

49 X：F－W 48,857 21,638 26,665 52,345

50 X/G 37 24 29 48

51 X/T*8時間 28,343 34,278 44,442 82,109

52 Y:X-O-P 48,026 21,039 26,108 51,857

53 Y/T*8時間 27,861 33,329 43,514 81,344

56 Q/A 171 150 120 274

57 (Q+R)/A 181 159 129 295

58 V 14 5 5 5

　建物・施設 2,625 2,625 2,625 2,625
　農機具 19,687 15,063 14,614 15,825
　大動物  0 0 0

　合計 22,312 17,689 17,239 18,450

水稲
小麦

(長崎W２号）
二条大麦 大豆

［費用］

［減価償却費内訳］

販売経費

全

　

算

　

入

　

生

　

産

　

費

支

払

利

子

･

支

払

地

代

算

入

生

産

費

物

財

費

（入力不可）

［労働費及び労働時間内訳］

減価償却

内訳

H

費

用

支払利子･支払地代算入生産費

全算入生産費

項　目　／　品目名

主産物

販売金額

農業総収入

農業所得

　建物・施設(法定耐用年数15年以下は50%償却済)

　農機具(50%償却済)

労働時間

家族労働報酬

単位当たり生産販売費

農業所得率

農業粗収益

農業経営費（販売経費を含む）

【参考】[法定耐用年数に基づく(償却率100%)減価償却内訳]

減価償却

内訳

［経営成果］

労働時間

内訳

労働費内訳

１日当たり農業所得

１日当たり家族労働報酬

単位当たり全算入生産費
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１．技術体系の特徴

人 ａ

経営耕地面積 水田50ha (全て借入地）

1 千円 4 円

2 千円 5 １人当たり年間労働時間 時間

3 千円

２．資本装備と減価償却費

数 量
所 有

割 合

耐 用

年 数

年 千円

1 1 24

4 1 7

4 1 7

4 1 7

4 1 7

4 1 7

4 1 7

4 1 7

4 1 7

1 1 7

3 1 7

3 1 7

3 1 5

2 1 7

2 1 7

2 1 7

1 1 7

6 1 7

農

機

具

建

物

・

施

設

機械倉庫

代かきハロー

中耕ﾛｰﾀﾘ－

トラック

ブームスプレーヤー

溝堀機

ブロードキャスタ ホッパ容量600㍑

ロータリー

種類・規模

経営類型
家族

労働力

二条大麦 2500

2500

10000

水稲

経営目標

取得価格
年 間

償 却 額

集落営農組

織 Ⅳ
6

合計

2500大豆

945

千円

農業経営費

農業所得

軽量鉄骨　240㎡

1,19868,656

42,366

22,682

22,682 945

152

サブソイラー

計

トラクター 41PS（直進アシスト、キャビン） 22,017 1,573

1,398 100

作業幅340ｃｍ 3,067 219

2,133作業幅170cm

2,381 170

2,047 146

麦踏施肥 2,057 147

1,545 110

育苗用播種機 800枚/時間 1,421 102

施肥播種機

乗用6条（高密度播種、直線、側条施肥） 9,719 694

自脱型コンバイン ５条70ps 26,497 1,893

田植機

12,388 885

２トン 11,268 1,127

1,117 80

５００Ｌタンク　乗用キャビン付き

3,250 464

普通型コンバイン 刈り幅2600mm　70ps 14,906 1,065

ドローン 20リットルタイプ

草刈り機 背負式 300 43

117,510 8,969計

小麦(長崎W２号）

47,172

2500

農業総収入 111,022 １日当たり農業所得

(1)基盤整備地区における

土地利用型作目による営

農

(2)作業の一部は委託

型式・構造・能力

想定した経営類型 集落営農組織 Ⅳ

経営・技術の特徴品目・栽培型及び規模
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３．技術体系

３－１．技術体系（水稲　25ha）

（10ａ当たり人、時間）

技術内容 作業時期 使用機械器具
組み作

業人員

実作業

時間

延べ作

業時間
使用資材

品種の選定 ①種子注文 0.00 0.00 種籾（４ｋｇ） 種子更新に努める。

種子の予措

①比重選

②種子消毒

③浸種

④催芽

5中

5中

5中～下

5下

1 0.20 0.20
食塩

種子消毒剤

『県病害虫防除基準』参照種籾4

ｋｇに対し18㍑程度を目安に、1日

1回水を取りかえる。

催芽はハト胸状態までとする。

育苗

①床土準備

②播種

③緑化

④硬化

⑤潅水他

⑥箱施薬

5下

6上

6中

5下～6中

移植前

播種機 2 1.50 3.00

育苗箱

稚苗:10

PH4.5～5.5調整の市販品を使

用。

昼間の高温、夜間の低温に注意

し、夕方の潅水は避ける。

高密度播種での試算

施肥

①土壌改良資

　 材施用

6上
ﾄﾗｸﾀｰ

ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀ
2 0.10 0.20

土壌改良資

材

施肥基準参照

①耕起 6上

ﾄﾗｸﾀｰ

ﾛｰﾀﾘー
1 0.45 0.45

麦収穫後できるだけ早く実施す

る。

①代掻き

(荒代)
6上

ﾄﾗｸﾀｰ

代かきﾊﾛｰ
1 0.40 0.40

②代掻き

(植代)
6中

ﾄﾗｸﾀｰ

代かきﾊﾛｰ
1 0.40 0.40

移植・施肥・除草 ①田植え 6中

田植機

(側条施肥) 2 0.40 0.80
緩効性肥料を側条施肥

移植同時施薬（除草剤）

①農薬散布 8上 ドローン 2 0.01 0.02 農薬

②農薬散布
8下 ドローン 2 0.01 0.02 農薬

③農薬散布
9上 ドローン 2 0.01 0.02 農薬

管理（水・畦畔）

①間断潅水

②中干し

③落水

④畦草刈

7上～9下

7下～8上

9下

ﾄﾗｯｸ
草刈り機

1 6.00 6.00

高温時は掛流し潅水とする

目標茎数8割程度で実施。

早期落水防止。

①刈取り ｺﾝﾊﾞｲﾝ 1 0.40 0.40

②運搬 ﾄﾗｯｸ 1 0.40 0.40

乾燥･調製 ①共乾施設 10上 0.00 0.00 共同乾燥施設利用

計 10.28 12.31

浅水にして麦わらを土中に埋込

み、田面の均平を図る

病害虫防除 ドローン導入による防除

収穫
10上

適期刈取。生籾長時間放置禁

止。稲わら全量土壌還元又は堆

肥化促進。

作業技術

技術の重要事項作業の種類

栽培技術

耕起・整地
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３．技術体系

３－１．技術体系（水稲　25ha）

（10ａ当たり人、時間）

技術内容 作業時期 使用機械器具
組み作

業人員

実作業

時間

延べ作

業時間
使用資材

品種の選定 ①種子注文 0.00 0.00 種籾（４ｋｇ） 種子更新に努める。

種子の予措

①比重選

②種子消毒

③浸種

④催芽

5中

5中

5中～下

5下

1 0.20 0.20
食塩

種子消毒剤

『県病害虫防除基準』参照種籾4

ｋｇに対し18㍑程度を目安に、1日

1回水を取りかえる。

催芽はハト胸状態までとする。

育苗

①床土準備

②播種

③緑化

④硬化

⑤潅水他

⑥箱施薬

5下

6上

6中

5下～6中

移植前

播種機 2 1.50 3.00

育苗箱

稚苗:10

PH4.5～5.5調整の市販品を使

用。

昼間の高温、夜間の低温に注意

し、夕方の潅水は避ける。

高密度播種での試算

施肥

①土壌改良資

　 材施用

6上
ﾄﾗｸﾀｰ

ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀ
2 0.10 0.20

土壌改良資

材

施肥基準参照

①耕起 6上

ﾄﾗｸﾀｰ

ﾛｰﾀﾘー
1 0.45 0.45

麦収穫後できるだけ早く実施す

る。

①代掻き

(荒代)
6上

ﾄﾗｸﾀｰ

代かきﾊﾛｰ
1 0.40 0.40

②代掻き

(植代)
6中

ﾄﾗｸﾀｰ

代かきﾊﾛｰ
1 0.40 0.40

移植・施肥・除草 ①田植え 6中

田植機

(側条施肥) 2 0.40 0.80
緩効性肥料を側条施肥

移植同時施薬（除草剤）

①農薬散布 8上 ドローン 2 0.01 0.02 農薬

②農薬散布
8下 ドローン 2 0.01 0.02 農薬

③農薬散布
9上 ドローン 2 0.01 0.02 農薬

管理（水・畦畔）

①間断潅水

②中干し

③落水

④畦草刈

7上～9下

7下～8上

9下

ﾄﾗｯｸ
草刈り機

1 6.00 6.00

高温時は掛流し潅水とする

目標茎数8割程度で実施。

早期落水防止。

①刈取り ｺﾝﾊﾞｲﾝ 1 0.40 0.40

②運搬 ﾄﾗｯｸ 1 0.40 0.40

乾燥･調製 ①共乾施設 10上 0.00 0.00 共同乾燥施設利用

計 10.28 12.31

浅水にして麦わらを土中に埋込

み、田面の均平を図る

病害虫防除 ドローン導入による防除

収穫
10上

適期刈取。生籾長時間放置禁

止。稲わら全量土壌還元又は堆

肥化促進。

作業技術

技術の重要事項作業の種類

栽培技術

耕起・整地
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（10ａ当たり人、時間）

技術内容 作業時期 使用機械器具
組み作

業人員

実作業

時間

延べ作

業時間
使用資材

品種の選定 ①種子注文 0.00 0.00
種子（８ｋｇ） 奨励品種から選定する。

毎年種子更新に努める。

種子の予措
①種子消毒 10下～11

上
2 0.1 0.20 種子粉衣剤 『県病害虫防除基準』参照

排水対策

①弾丸暗渠

(排水溝の設

置)

10中～下 ﾄﾗｸﾀー

ｻﾌﾞｿｲﾗー
1 0.3 0.30

前作終了後、極力早く土を乾か

す。弾丸暗渠は2m間隔とする。

①土壌改良剤

　 散布

10下 ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀ

2 0.1 0.20 苦土石灰 ＰＨ６．０～６．５とする

②耕起・整地 11上
ﾄﾗｸﾀｰ

ﾛｰﾀﾘｰ
1 0.45 0.45

施肥・播種 ①施肥・播種 11中～下 施肥播種機 1 0.45 0.45
種子

化成肥料

基肥

一工程による播種を検討

①初期除草剤

散布
11下

ブームスプ

レーヤー
1 0.2 0.20 除草剤

②中期除草剤

散布
2中

ブームスプ

レーヤー
1 0.2 0.20 除草剤

③後期除草剤

　 散布
3中

ブームスプ

レーヤー
1 0.2 0.20 除草剤

①踏圧 12下 麦踏施肥機 1 0.2 0.20

②踏圧施肥 １上 麦踏施肥機 1 0.2 0.20 化成肥料 分げつ肥

③踏圧施肥 ２上 麦踏施肥機 1 0.2 0.20 化成肥料 穂肥

①中耕・土入

れ
１上

ﾄﾗｸﾀｰ

中耕ﾛｰﾀﾘ－
1 0.25 0.25

①中耕・土入

れ
3上

ﾄﾗｸﾀｰ

中耕ﾛｰﾀﾘー
1 0.25 0.25

最終的な明渠の設置を兼ねて実

施する。

①農薬散布

　　(1回目)
4上

ブームスプ

レーヤー
1 0.2 0.20 農薬

②農薬散布

　　(2回目)
4中

ブームスプ

レーヤー
1 0.2 0.20 農薬

施肥 ②施肥 4中 ドローン 1 0.25 0.25 化成肥料
ドローンによる実肥施肥（長崎Ｗ

２号のみ）

①刈取り
5下

ｺﾝﾊﾞｲﾝ
1 0.4 0.40

出穂後45～50日を目安とする。

小麦は早刈りすると品質が落ち

るので刈取期に注意する。

大麦は収穫適期は全体の穂が

90度に湾曲したときが目安。

①運搬 5下 トラック 1 0.4 0.40 共同乾燥施設鉄コンテナ利用

乾燥･調製 ①共乾施設 5下～6上 委託 0.00 0.00 共同乾燥施設利用

計 4.55 4.75

収穫

３－２．技術体系（麦作50ha）

病害虫防除

『県病害虫防除基準』参照

赤カビ病防除

作業技術栽培技術

技術の重要事項

除草
『県病害虫防除基準』参照

麦踏

作業の種類

中耕

耕起・整地
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３－３．技術体系（秋大豆25ha）

（10ａ当たり人、時間）

技術内容 作業時期 使用機械器具
組み作

業人員

実作業

時間

延べ作

業時間
使用資材

排水対策 ①排水対策 6下 サブソイラー 1 0.5

種子の予措
①種子消毒

7上 2 0.1 0.2 種子粉衣剤 『県病害虫防除基準』参照

土壌改良剤散布

①土壌改良剤

　 散布

7上 ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀ

2 0.1 0.2 苦土石灰 県施肥基準参照

除草 ①除草剤散布 ７上～中
ブームスプ

レーヤー
1 0.2 0.2 除草剤 非選択性除草剤を使用

施肥・播種 ①施肥・播種 7中 施肥播種機 2 0.45 0.9
種子

化成肥料

梅雨の晴れ間に播種できるように

一工程播種を検討する

除草 ②除草剤散布 7中
ブームスプ

レーヤー
1 0.2 0.2 除草剤

『県病害虫防除基準』参照

残草が多いときは後期剤を施用

する。

①中耕 7下
中耕ﾛｰﾀﾘｰ

ﾄﾗｸﾀｰ
1 0.35 0.4 子葉が土で覆われる程度

②中耕 8上
中耕ﾛｰﾀﾘｰ

ﾄﾗｸﾀｰ
1 0.35 0.4 初生葉が土で覆われる程度

①農薬散布

　　(1回目)
8上

ブームスプ

レーヤー
1 0.2 0.2 農薬

②農薬散布

　　(2回目)
8中

ブームスプ

レーヤー
1 0.2 0.2 農薬

③農薬散布

　　(3回目)
9中

ブームスプ

レーヤー
1 0.2 0.2 農薬

①刈取り
11上～中

コンバイン
1 0.7 0.7

ｶﾒﾑｼ被害株や雑草等は汚損粒

の発生の原因になるので除去す

る。

①運搬 11上～中 トラック 1 0.7 0.7 共同乾燥施設のコンテナレンタル

乾燥･調製 ①共乾施設 11上～中 委託 0.0 共同乾燥施設利用

計 3.75 4.9

病害虫防除

『県病害虫防除基準』参照

ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟの設置により発生

状況を把握し適期防除に努める。

作業の種類

栽培技術 作業技術

中耕

収穫

技術の重要事項
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３－３．技術体系（秋大豆25ha）

（10ａ当たり人、時間）

技術内容 作業時期 使用機械器具
組み作

業人員

実作業

時間

延べ作

業時間
使用資材

排水対策 ①排水対策 6下 サブソイラー 1 0.5

種子の予措
①種子消毒

7上 2 0.1 0.2 種子粉衣剤 『県病害虫防除基準』参照

土壌改良剤散布

①土壌改良剤

　 散布

7上 ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀ

2 0.1 0.2 苦土石灰 県施肥基準参照

除草 ①除草剤散布 ７上～中
ブームスプ

レーヤー
1 0.2 0.2 除草剤 非選択性除草剤を使用

施肥・播種 ①施肥・播種 7中 施肥播種機 2 0.45 0.9
種子

化成肥料

梅雨の晴れ間に播種できるように

一工程播種を検討する

除草 ②除草剤散布 7中
ブームスプ

レーヤー
1 0.2 0.2 除草剤

『県病害虫防除基準』参照

残草が多いときは後期剤を施用

する。

①中耕 7下
中耕ﾛｰﾀﾘｰ

ﾄﾗｸﾀｰ
1 0.35 0.4 子葉が土で覆われる程度

②中耕 8上
中耕ﾛｰﾀﾘｰ

ﾄﾗｸﾀｰ
1 0.35 0.4 初生葉が土で覆われる程度

①農薬散布

　　(1回目)
8上

ブームスプ

レーヤー
1 0.2 0.2 農薬

②農薬散布

　　(2回目)
8中

ブームスプ

レーヤー
1 0.2 0.2 農薬

③農薬散布

　　(3回目)
9中

ブームスプ

レーヤー
1 0.2 0.2 農薬

①刈取り
11上～中

コンバイン
1 0.7 0.7

ｶﾒﾑｼ被害株や雑草等は汚損粒

の発生の原因になるので除去す

る。

①運搬 11上～中 トラック 1 0.7 0.7 共同乾燥施設のコンテナレンタル

乾燥･調製 ①共乾施設 11上～中 委託 0.0 共同乾燥施設利用

計 3.75 4.9

病害虫防除

『県病害虫防除基準』参照

ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟの設置により発生

状況を把握し適期防除に努める。

作業の種類

栽培技術 作業技術

中耕

収穫

技術の重要事項
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